
告

示

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
ガ
ス
ケ
ッ
ト
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
八
幡
六
丁
目
十
二
番
地

金
属
プ
レ
ス
加
工

豊
友
工
業
株
式
会
社

岐
阜
県
岐
阜
市
祈
年
町
八
丁
目
十
番
地

工
場
板
金

株
式
会
社
ア
ク
ト
メ
タ
ル

愛
知
県
豊
田
市
駒
新
町
金
山
六
十
一
番
地

め
っ
き

株
式
会
社
関
西
ポ
ー
ト
リ
ー

兵
庫
県
姫
路
市
豊
富
町
神
谷
二
千
二
百
七
十
九
番

地

畜
産
農
業

平成™œ年›月Ÿ日 月曜日 第�—™˜号官 報
〇
内
閣
府
告
示
第
四
十
号

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
三
年
内
閣
府
告
示
第
十
五
号
（
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
五
条
第
一
項
第
四
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
博
物
館
、
美
術
館
、
図
書
館
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
保
有
す
る
歴
史
的
若
し
く
は

文
化
的
な
資
料
又
は
学
術
研
究
用
の
資
料
に
つ
い
て
同
令
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
適
切
な
管
理
を
行
う
も
の
を
指
定
す

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

国
立
大
学
法
人
群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
館
の
項
中
「
図
書
館
」
を
「
図
書
館
部
門
中
央
図
書

館
」
に
改
め
る
。

国
立
大
学
法
人
群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
館
医
学
分
館
の
項
中
「
図
書
館
医
学
分
館
」
を
「
図

書
館
部
門
医
学
図
書
館
」
に
改
め
る
。

国
立
大
学
法
人
群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
図
書
館
工
学
分
館
の
項
中
「
図
書
館
工
学
分
館
」
を
「
図

書
館
部
門
理
工
学
図
書
館
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
三
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

第
二
号
ロ
の
表
農
事
組
合
法
人
エ
ヌ
チ
キ
ン
の
項
中
「
農
事
組
合
法
人
エ
ヌ
チ
キ
ン
」
を「
株
式
会
社
エ
ヌ
チ
キ
ン
」

に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
四
十
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
法
務
省
告
示
第
百
四
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
一
月
六
日
法
務
省
告
示
第
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

第
二
号
イ
の
表
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
株
式
会
社
の
項
中
「
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
」
の
下
に

「
、
食
肉
加
工
」
を
加
え
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
百
十
三
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
三
条
第
三

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
省
の
保
有
す
る
行
政

文
書
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お
い
て

現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る
件
（
平
成

十
三
年
三
月
財
務
省
告
示
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

関
東
財
務
局
横
浜
財
務
事
務
所
横
須
賀
出
張
所
の
項
中

「
神
奈
川
県
横
須
賀
市
日
の
出
町
一
e

四
e

一
」
を
「
神

奈
川
県
横
須
賀
市
新
港
町
一
e

八
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
百
十
四
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
十

八
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
省
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所

に
お
い
て
現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る

件
（
平
成
十
七
年
三
月
財
務
省
告
示
第
百
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

関
東
財
務
局
横
浜
財
務
事
務
所
横
須
賀
出
張
所
の
項
中

「
神
奈
川
県
横
須
賀
市
日
の
出
町
一
丁
目
四
番
地
一
」
を

「
神
奈
川
県
横
須
賀
市
新
港
町
一
番
地
八
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
七
号

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
法
を
廃
止
す
る

法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
又
は
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
が
都
道
府
県
に
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
等
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
資
産
を
譲
渡
す
る
場
合
に

都
道
府
県
が
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
基

準
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す

る
。平

成
二
十
五
年
四
月
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

題
名
中「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
又
は
」

を
削
る
。

本
則
中
「
第
七
条
第
一
項
又
は
」
及
び
「
独
立
行
政
法

人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
又
は
」
を
削
り
、
本
則
第
一
号

中
「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
又
は
」
を
削

り
、「
特
段
の
理
由
の
な
い
限
り
」
を
「
地
域
協
議
会
（
都

道
府
県
が
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
に
当

た
り
設
置
及
び
開
催
す
る
協
議
会
で
あ
っ
て
、
労
働
者
を

代
表
す
る
者
、
事
業
主
を
代
表
す
る
者
、
独
立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の
職
員
そ
の
他
の

関
係
者
か
ら
成
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
了
承
を

得
て
変
更
を
行
う
場
合
を
除
き
、」に
改
め
、
本
則
第
二
号

中
「
労
働
者
を
代
表
す
る
者
、
事
業
主
を
代
表
す
る
者
、

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
職
員
（
平
成
二

十
三
年
十
月
一
日
以
後
に
あ
っ
て
は
独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
の
職
員
）
そ
の
他
の

関
係
者
か
ら
成
る
協
議
会
（
以
下
「
地
域
協
議
会
」
と
い

う
。）を
設
置
及
び
開
催
し
、
当
該
関
係
者
」
を
「
地
域
協

議
会
」
に
改
め
、本
則
第
六
号
中「
独
立
行
政
法
人
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
（
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
以
後
に
あ
っ

て
は
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機

構
）」を
「
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支

援
機
構
」
に
、「
当
該
変
更
の
内
容
及
び
前
号
の
地
域
協
議

会
の
意
見
等
」
を
「
第
一
号
の
地
域
協
議
会
の
了
承
を
得

た
旨
及
び
当
該
変
更
の
内
容
等
又
は
前
号
の
地
域
協
議
会

の
意
見
及
び
当
該
変
更
の
内
容
等
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
七
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
に
つ
い
て
、
新
党
大
地
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
平
成
二

十
五
年
総
務
省
告
示
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
四
月
八
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

新
党
大
地
の
う
ち

「
新
党
大
地
十
勝

支
部

新
党
大
地
十
勝
支
部

新
党
大
地
・
真
民
主
十

勝
支
部

二
五
、

一
、
一
一
」
を

「
新
党
大
地
十
勝

総
支
部

新
党
大
地
十
勝
総
支
部

新
党
大
地
・
真
民
主
十

勝
支
部

二
五
、

一
、
一
一
」
に
改
め
る
。
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